
 
 
耐磨耗性の高いめっき皮膜として、タングス

テンなどの硬質材をめっき皮膜に共析させる合

金めっきが検討されています。しかし、タング

ステンは単独では水溶液中から析出しないため、

鉄族金属（鉄、コバルト、ニッケル）と誘起共

析させる必要があります。 

 タングステンを誘起共析させる金属としてニ

ッケルを用いたニッケル－タングステン合金め

っき皮膜は、耐磨耗性に優れた特性を持ってい

ます。しかし、ニッケルは、金属アレルギーの

問題やニッケル塩が環境汚染物質排出移動登録

（PRTR）の対象物質になるなど使用環境が限
定されつつあります。 

そこで、鉄族金属の中から身近な金属で構造

材にも用いられている鉄を取り上げ、鉄－タン

グステン合金めっき皮膜を作製しました。 

 浴組成は、ニッケル－タングステン合金めっ

きで用いた浴組成を参考にして、ニッケル塩を

鉄塩に変更しました。しかし、この浴組成では

めっき中にめっき液の色が変化し易く、電流効

率もばらつきました。その原因としてめっき浴

中の Fe２＋が Fe３＋へ酸化したためと考えられ
ます。そこで、めっき浴に還元作用のあるアス

コルビン酸ナトリウムを添加し、酸化防止を図

りました。 
表に示す浴組成で、めっき皮膜を作製し、エ

ネルギー分散型Ｘ線マイクロアナライザ

（EDX）により鉄とタングステンについて皮膜
組成を求めました。また、めっき前後の試験片

の質量変化からめっきの析出量を求め、これと

皮膜組成の分析結果より電流効率を求めました。

めっき浴組成とタングステン含有量及び電流効

率の関係を図１に示します。 

 その結果、浴組成中のタングステン酸塩の割

合が高くなると皮膜中のタングステン含有量は

増加し、電流効率は低下する傾向を示しました。 

 また、めっき皮膜の硬さを測定しました。そ

の結果を図２に示します。硬さは約 400～
500HVが得られ、タングステン含有量の増加と
ともに硬くなる傾向を示しました。 

 この程度の硬さでは、耐磨耗性皮膜として用

いられている硬質クロムめっき（硬さはおよそ 
 

 
 
500～1100HV）と比較して不十分であることか
ら、鉄－タングステン合金めっき皮膜はクロム

やニッケルの使用が制限される部分での利用に

限定されます。 

   表 浴組成及びめっき条件 

 
 
浴組成 
 
 

硫酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ鉄(Ⅱ) 
   ＋ 
ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ 
ｸｴﾝ酸 3 ｱﾝﾓﾆｳﾑ 
ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ 
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図１ めっき浴組成とタングステン含有量 

      及び電流効率の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ めっき皮膜のタングステン含有量 

    と硬さの関係 
 
 

－２－

鉄－タングステン合金めっき皮膜の作製 
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